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　本財団では、最近の原油高・物価高騰の影響を受けている奨学生の皆さんへのお力添えとなるよう、第2回緊急
奨学生支援金を給与することを理事会で決定し、2022年12月16日、奨学生163名に対し一律3万円を支給しま
した。
　なお、緊急奨学生支援金の給与は、2020年5月15日実施の「第1回緊急奨学生支援（新型コロナウィルス感染症対
応）」に続く2回目の実施となりました。
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本号の主な内容
●2022年度研究調査・研究出版助成金贈呈式 ………… 6
●証券奨学同友会の活動／寄附者御芳名／ ……………… 8
　ご寄附のお願い／事務局だより

全国の奨学生に対して全国の奨学生に対して
第2回第2回緊急奨学生支援金緊急奨学生支援金を支給しましたを支給しました

写真は2022年度（第48回）奨学生修了式より
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2023年、日本証券奨学財団は
創立50周年を迎えます
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　2022年度奨学金授与式は、2022年7月15日（金）午後3
時から東京都千代田区神田錦町の学士会館において、採用奨学

生のほか、大学関係者の皆様、役員、評議員をはじめとした本

財団関係者の皆様のご出席のもと開催いたしました。

　本年度の奨学金授与式は1974年度の第1回から数えて49

回目となり、本年度採用の奨学生62名を含めた奨学生の総数

は4,043名に達しています。

稲野理事長 藤原委員長 中央大学鳥居副学長

2022年度（第49回）奨学金授与式
2022年7月15日（金）学士会館

　同授与式では、稲野和利理事長、奨学生選考
委員会の藤原誠委員長による挨拶の後、理事長
から博士課程、修士課程、学部の代表者に奨学
生証書が授与されました。
　その後、大学関係者のご来賓を代表して、中
央大学副学長の鳥居伸好様からご祝辞をいただ
きました。
　最後に、本年度採用の奨学生代表から謝辞
が述べられ、授与式は終了しました。
　その後、懇親会が催され、奨学生選考委員
会の廣田元孝委員のご発声による乾杯の後、大
学、専攻、世代の垣根を越えた歓談が行われま
した。

次　第
■ 開　式

一．挨　拶

一．挨　拶

一．奨学生証書授与

一．祝　辞

一．謝　辞

（敬称略）

■ 閉　式
以　上

大学名 採用
北 海 道 大 学 3
東 北 大 学 2
新 潟 大 学 2
筑 波 大 学 2
お茶の水女子大学 1
東 京 大 学 1
東京工業大学 2
一 橋 大 学 3
東京都立大学 1
慶應義塾大学 2
上 智 大 学 2
中 央 大 学 3
日 本 大 学 2
法 政 大 学 3
明 治 大 学 3
立 教 大 学 3

大学名 採用
早 稲 田 大 学 2
横浜国立大学 3
名 古 屋 大 学 3
名古屋市立大学 2
京 都 大 学 3
同 志 社 大 学 3
立 命 館 大 学 2
大 阪 大 学 1
大阪公立大学 1（大阪市立大学）
関 西 大 学 1
神 戸 大 学 1
関西学院大学 0
広 島 大 学 2
九 州 大 学 3

総 合 計 62

2022年度大学別採用者数

理 事 長 稲 野 和 利

奨学生選考委員長 藤 原　 誠

中 央 大 学
副 学 長 鳥 居 伸 好

奨 学 生 代 表
一橋大学大学院
博 士 課 程

木 口 憲 明
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2022年度
（第48回） 奨学生修了式 2023年3月10日（金）

KABUTO ONE

　2022年度奨学生修了式は、2023年3月10日（金）午後3

時から東京都中央区日本橋兜町のKABUTO ONE（カブト ワ

ン）において、奨学生修了者のほか、大学関係者の皆様、役員、

評議員をはじめとした本財団関係者の皆様のご出席のもと開催

いたしました。

　本年度の奨学生修了式は1976年度の第1回から数えて48回

目となり、本年度の奨学生修了者62名を含めた奨学生修了者

の総数は3,895名に達しています。

　同修了式では、稲野和利理事長、奨学生選考委員会の藤原誠委員長による挨拶の後、理事長から博士課程、修士課程、学部の
代表者に奨学生修了証書及び記念品が授与されました。
　引き続き、大学関係者のご来賓を代表して、上智大学副学長の永井敦子様から、さらに証券奨学同友会代表幹事の髙田とし子
様からそれぞれご祝辞をいただきました。
　最後に、本年度の奨学生修了者の代表から謝辞が述べられ、修了式は終了しました。
　その後、懇親会が催され、奨学生選考委員会の小林康夫副委員長のご発声による乾杯の後、歓談が行われました。同懇親会は
盛況のうちに終了し、奨学生修了者は互いの健闘と再会を約して散会いたしました。

稲野理事長

上智大学 永井様

藤原委員長

証券奨学同友会 髙田様
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2022年度奨学生修了者の就職・進学の状況

区分
大学院生

大学生 合計 備考博士
課程

修士
課程

名 名 名 名

1. 就職 1 14 24 39
（内訳）
一般企業
その他 13 15 28 株式会社  25 名

その他　    3 名
大学等
研究機関 1 1 大学　       1 名

公務員 1 9 10 国家公務員 4 名
地方公務員 6 名

2. 進学 4 7 11 同大学大学院 9 名
他大学大学院 2 名

3. その他 3 8 1 12 受験　       6 名
その他　    6 名

計 4 26 32 62

小林副委員長

大学名 修了
北 海 道 大 学 2
東 北 大 学 2
新 潟 大 学 3
筑 波 大 学 2
お茶の水女子大学 1
東 京 大 学 4
東京工業大学 1
一 橋 大 学 4
東京都立大学 3
慶應義塾大学 2
上 智 大 学 2
中 央 大 学 1
日 本 大 学 2
法 政 大 学 1
明 治 大 学 1
立 教 大 学 2

大学名 修了
早 稲 田 大 学 1
横浜国立大学 1
名 古 屋 大 学 2
名古屋市立大学 2
京 都 大 学 3
同 志 社 大 学 2
立 命 館 大 学 2
大 阪 大 学 0
大阪公立大学 2（大阪市立大学）
関 西 大 学 2
神 戸 大 学 4
関西学院大学 2
広 島 大 学 4
九 州 大 学 2

総 合 計 62

2022年度大学別修了者数 次　第
■ 開　式
一．挨　拶

一．挨　拶

一．奨学生修了証書及び記念品授与
一．祝　辞

一．祝　辞

一．謝　辞

（敬称略）

■ 閉　式
以　上

理 事 長 稲 野 和 利

理 事
奨学生選考委員長 藤 原　 誠

奨 学 生 代 表
新潟大学大学院
博 士 課 程

涌 井 杏 奈

上 智 大 学 
副 学 長 永 井 敦 子

証券奨学同友会
代 表 幹 事 髙田　とし子
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　2022年度研究調査助成金・研究出版助成金贈呈式は、

2022年12月9日（金）午後3時から東京都中央区日本

橋兜町のKABUTO ONE（カブト ワン）において、助

成金受給者のほか、本財団役員、評議員をはじめとした

本財団関係者の皆様のご出席のもと開催いたしました。

　2022年度の助成金は、研究調査助成金8件839万

円、研究出版助成金5件493万円の合計1,332万円を

給付しました。

稲野理事長 武川副委員長

助成金給付書の贈呈兵庫県立大学大学院　井上寛康様 北海道大学大学院　宇野二朗様

研究調査助成金・研究出版助成金研究調査助成金・研究出版助成金
贈呈式開催贈呈式開催

2022年度

　同贈呈式では、稲野和利理事長、研究調査助成選定委員会の武川正吾副委員長による挨拶の
後、理事長から受給者に助成金給付書が贈呈されました。
　続いて助成金受給者を代表して兵庫県立大学大学院情報科学研究科教授井上寛康様（研究調
査助成金）、北海道大学大学院公共政策学連携研究部教授宇野二朗様（研究出版助成金）から研
究の概要報告とともに挨拶が述べられました。
　贈呈式終了後、懇親会が催され、佐賀卓雄理事のご発声による乾杯の後、受給者の方々から自
己紹介が行われました。
　懇親会の締め括りは、研究調査助成選定委員会の柿﨑環委員より中締めのご挨拶をいただき、
散会しました。

2022年12月9日（金）KABUTO ONE
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研究調査助成金・研究出版助成金受給者

研 究 代 表 者 研 究 調 査 課 題 研究 
形態

金額 
（万円）

一 橋 大 学 大 学 院
経 営 管 理 研 究 科
特 任 教 授

稲葉 圭一郎
上場企業の現預金保有に対する
株式市場評価：グローバルインデッ
クス投資家の視点

個人 100

兵庫県立大学大学院
情 報 科 学 研 究 科
教 授

井 上　 寛 康
震災・感染症による経済被害の
大規模サプライチェーンシミュレー
ションによる推計の精密化

個人 100

武 蔵 大 学
経 済 学 部
教 授

北 村　 智 紀
引退後の金融資産取り崩しに
関する研究：金融商品と家計
の選択行動

グループ 99

順 天 堂 大 学
医 学 部
准 教 授

竹 田　 純 妊産婦の生活と就労の両立に
関する大規模疫学研究 グループ 100

東 京 大 学
医 学 部
講 師

中 澤　 栄 輔
感染症パンデミックにおけるマルチ
レベルな医療資源配分モデルの
構築

個人 100

早 稲 田 大 学
人 間 科 学 学 術 院
教 授

樋 口　 直 人 移民第二世代のオートエスノグラ
フィー グループ 140

関 西 学 院 大 学
経 済 学 部
教 授

堀　　 敬 一 東京証券取引所の制度変更が
株価に与える影響の考察 グループ 100

神 戸 大 学 大 学 院
経 済 学 研 究 科
准 教 授

茂 木　 快 治 異なる観測頻度を有する時系列間
の閾値効果のモデル化と検定 個人 100

8件 839万円

出版代表者（著者） 研究出版物タイトル 出版
形態

金額 
（万円）

北海道大学大学院
公共政策学連携研究部
教 授

宇 野　 二 朗
地方公営企業の論理－現代日本
の大都市水道事業と地域社会へ
の応答

単著 100

京 都 大 学 大 学 院
法 学 研 究 科
日 本 学 術 振 興 会
特 別 研 究 員（PD）

大島 隆太郎 日本型学校システムの政治経済学：
教員不足と教科書依存の制度補完性 単著 100

国立障害者リハビリテー
ションセンター研究所
障 害 福 祉 研 究 部
研 究 室 長

清 野　 絵 発達障害の就労とキャリア発達
―ライフステージをつなぐ支援― 共著 93

法 政 大 学
キャリアデザイン学部
日 本 学 術 振 興 会
特 別 研 究 員（PD）

園 田　 薫 外国人雇用の産業社会学：
雇用関係のなかの「同床異夢」 単著 100

金 沢 大 学
人間社会研究域法学系
講 師

横 山　 智 哉 「政治の話」とデモクラシー：
規範的効果の実証分析 単著 100

5件 493万円

◇2022年度研究調査助成 ◇2022年度研究出版助成

　（五十音順・敬称略）

　（五十音順・敬称略）

懇親会の模様佐賀理事 柿﨑委員

　2022年度の研究調査助成金・研究出版助成金受給者は次のとおりです。

財団ホームページに受給研究の概要を掲載しております。
https://jssf.or.jp/info.html

2023年度の研究調査助成及び研究出版助成を募集しております。詳しくは財団ホームページ
（https://jssf.or.jp/researchgrant.html 　https://jssf.or.jp/researchpublication.html）をご覧ください



　機関紙「証券奨学同友会報」は、毎年東西の幹事が交代で会員から原稿を募り、編集・
発行しています。
　2022年度は関東地区幹事が「第48号」を編集・発行いたしました。

●同友会幹事からのメッセージ
●会員からの寄稿（7作品）
●奨学生修了にあたって（2022年度新入会員寄稿）

※ 財団ホームページの「同友会情報」（奨学生・OB・OG専用サイト内）にPDF版を掲載しております。

証券奨学同友会の活動
2022年度の活動

証券奨学同友会報　第48号（2022年）主な掲載内容

　本財団の奨学生修了者で組織する「証券奨学同友会」は、会員
相互の交流・親睦をはかることを目的に活動しております。

第48号

2022

〒103－0025 東京都中央区日本橋茅場町1－5－8
 東京証券会館3階
 公益財団法人　日本証券奨学財団内
 電 話（０３）３６６４－７１１３
 ＦＡＸ（０３）３６６２－１６０７

寄附年月日 　　　御　芳　名 区分 金額（円） 　　　　　御　趣　旨
2022年4月12日 日本証券金融株式会社 部長会 殿 法人 40,077 財団の奨学事業支援のため
2022年5月7日 匿名 個人 100,000 財団の奨学事業支援のため
2022年5月9日 匿名 個人 200,000 財団の奨学事業支援のため
2022年5月23日 匿名 個人 50,000 元奨学生として、財団の奨学事業支援のため
2022年6月14日 匿名 個人 50,000 財団の奨学事業支援のため
2022年6月27日 元奨学生　山崎　貴博 殿 個人 50,000 財団の奨学事業支援のため
2022年9月28日 匿名 法人 1,000,000 御財団の育英奨学事業に賛同して
2022年12月1日 元奨学生　堀家　正機 殿 個人 100,000 学生時代に受けた支援への感謝と未来の奨学生への支援のため
2022年12月10日 匿名 個人 50,000 財団の奨学事業支援のため
2022年12月28日 匿名 個人 300,000 財団の奨学事業支援のため
2023年3月1日 匿名 法人 1,000,000 御財団の育英奨学事業に賛同して
2023年3月22日 ニッセイアセットマネジメント株式会社 殿 法人 100,000 財団の奨学事業支援のため
2023年3月28日 株式会社あおぞら銀行 殿 法人 30,000 財団の奨学事業支援のため
2023年3月31日 アイエックス・ナレッジ株式会社 殿 法人 50,000 財団の奨学事業支援のため

寄 附 者 御 芳 名（2022年4月〜 2023年3月）
次の皆様からご寄附をいただきました。厚くお礼申し上げます。

★これまでに頂戴したご寄附については、財団ホームページの「寄附者一覧」に掲載しております。

事　務　局　だ　よ　り

■ここ数年間、新型コロナウイルス感染症対策として、奨
学金授与式、奨学生修了式はリモート開催等により実施
してまいりましたが、2022年度はようやっと実開催するこ
とができました。ご参加いただきました皆様に、また開催
に向けてご協力をいただいた関係者の皆様に心より御礼
申し上げます。
■表紙に掲載されたロゴマークの変化がお分かりいただ
けたでしょうか？本年7月、本財団はいよいよ創立50周年
を迎えます。現在、節目としての50周年記念のイベントを
企画しております。詳細が決まりましたらホームページ等
でお知らせいたします。続報にご期待ください。（Y）

　資質優秀な大学生・大学院生に対する奨学支援、学術
の研究調査に対する助成等の事業活動のためにご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

ご寄附のお願い

●お問い合わせ先
　日本証券奨学財団事務局
　電話：03-3664-7113（Fax：03-3662-1607）
　E-mail：jssf.office@jssf.or.jp

●お振込先
　口座名義：コウエキザイダンホウジン　ニホンショウケンショウガクザイダン　リジチョウ　　イナノカズトシ

　　　　　　　　　 公益財団法人　日本証券奨学財団　理事長　稲野和利

　口座番号：みずほ銀行　兜町証券営業部
　　　　　　 普通預金　　0510181

　ご芳名をホームページ等に掲載させていただいております。なお、
匿名を希望される方はその旨をお申し出ください。
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